
 

 

 

 

 

 

 

 

就任のご挨拶 

場長 安 沢  弥  

本年４月１日付けで場長

に命じられました。よろし

くお願いします。 

昭和58年の新潟県入庁か

ら37年が経過し、これまで

内水面関係には、水産課内

水面係に平成９年度から４年間、内水試に平成27年

度から２年間在籍しました。生まれは新潟市南区（旧

白根市）で、田んぼの真ん中の出身です。 

今年は、新潟県民の誰も経験したことがない暖冬

少雪で、河川等の水不足が心配されましたが、思い

がけない長梅雨によって、渇水は回避されたようで

す。一方で、新型コロナウイルス感染症による経済

活動の自粛により、錦鯉や魚沼美雪ます等の出荷量

が減少し、アユ等の遊漁券販売も先行き不透明な状

態です。養殖生産者や内水面漁協の経営に及ぼす影

響が懸念される中で、一日でも早く新型コロナウイ

ルスが終息することを祈るばかりです。 

当試験場では、現場で役立つ研究開発を目指して

日々取り組んでおり、ここ10年程では錦鯉の防疫対

策や新品種「黄白」の作出、ブランドマス「魚沼美

雪ます」の生産、外来魚の駆除手法等、多くの技術

を開発してきました。 

本年度は、新規事業として「生きた錦鯉」を用い

たKHV（コイヘルペスウイルス）病の防除技術開発

に取り組んでいます。KHV病に感染した錦鯉につい

ては、試験場内での蔓延を防ぐ観点から、これまで

飼育を伴う試験研究を実施していません。しかし、

防疫対策の向上を図るため、今年、マス類の研究施

設である当試験場の魚沼支場に、KHV感染魚を飼育

できる隔離施設を整備しました。PCR検査で陰性と

なるような極めて低レベル感染魚の判別手法やKH

V病魚を治癒させる技術の開発が目的で、非常にハ

ードルが高い研究課題ですが、未来へ向けてチャレ

ンジしていきます。 

また、内水面漁業の最重要種のアユについては、

昨年度から早期種苗放流の効果調査を行っており、

本年度は漁期の途中ですが期待を持てそうなデータ

が収集されつつあります。早期放流による中間育成

の経費節減はもちろん、種苗が早く川になじむこと

で解禁から釣って楽しいアユ資源となることを目指

しています。 

内水面漁業を取り巻く状況は、河川遊漁者や組合

員の減少と高齢化、大雨等の異常気象に伴う河川環

境変化、外来魚やカワウによる食害問題、そして食

における淡水魚ばなれ等、課題を数えればきりがあ

りません。このような状況の中で、令和２年３月に

｢新潟県内水面振興計画｣が策定され、①水産資源の

回復、②漁場環境の再生、③漁協や養殖業･県民理解

等の健全な発展、④錦鯉養殖業の振興 が施策推進の

方向として示されました。当試験場では、この振興

計画の実現に向けて技術的にバックアップしていく

とともに、現場等で喜んでくれる県民をイメージし

ながら試験研究に取り組むことが大切と思います。 

コロナ禍で社会情勢が急激に変化し、今後、より

柔軟な発想と行動力が求められると思います。内水

面の豊かな自然を維持し、産業振興に寄与すること

を目標に、職員一同、微力ながら努力して参ります

ので、皆様のご協力をお願いします。

新潟県内水面水産試験場 
 〒940-1137 長岡市大川原町 2650 番地 
 TEL 0258-22-2101(代) FAX 0258-22-3398 
 E-mail : ngt068150@pref.niigata.lg.jp 

魚沼支場 
 〒946-0036 魚沼市岡新田 29-1 
 TEL 025-792-0672 FAX 025-792-8016 
 E-mail : ngt068153@pref.niigata.lg.jp 
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輸送コストの削減で錦鯉輸出を支援！ 

養殖課長 佐 藤 将  

本紙でもたびたび取り上げておりますが、近年、

錦鯉輸出が盛んに行われ、財務省貿易統計によりま

すと、2014 年に 32 億円だったものが 2019 年には 47

億円と輸出金額も年々増加しております。 
通常、錦鯉の輸送はポリエチレン製の袋に水と魚

を入れ、酸素を充填し、段ボール箱詰めした荷姿で

輸送されます（写真１）。業者によって異なりますが、

こん包する魚の重量に対し使用する水量（重量）が

３倍前後で、輸送運賃の大半を「水」が占めている

ことになります。生産量の７～８割を輸出している

本県錦鯉養殖業者にとって、輸出時の輸送コストを

低減できれば、浮いた金額の分だけ余計に海外バイ

ヤーから購入してもらえることが期待できます。 

写真１ 錦鯉輸送時のこん包状態 

 

 このため当場では、平成 30～令和元年度に錦鯉輸

出支援技術開発事業を実施しましたので、その概要

を紹介します。なお具体的なデータは、研究報告等

で報告予定ですので、一部割愛しております。 

 輸送中は袋内の酸素が消費され減り、また、ふん

尿によりアンモニアが増えていきます。これらが輸

送中の魚の健康状態に悪影響を与えていると想定さ

れ、水中の溶存酸素、溶存炭酸ガス（二酸化炭素）、

アンモニアの影響を調べてみました。すると、溶存

酸素は通常のこん包状態では「過飽和（通常以上に

酸素が水に溶け込んでいる）」で、一箱あたりの収容

量を上げても十分な酸素量が確保されていました。

アンモニアは通常の飼育時よりは相当高い値でした

が横転や死亡に至らず、溶存炭酸ガス量が魚の健康

状態に影響を与えることがわかりました（図１）。 

図１ 溶存炭酸ガス量と横転・死亡の関係 

 

輸送中の炭酸ガス等の増加を抑制するための炭酸

ガス吸着剤（菱江化学(株)アルフィッシュ®-L：写真

１の白い貼付物）が市販され、輸出時によく使用さ

れています（本試験にも協力いただいています）。こ

れに加え麻酔剤を使用し、輸送中の活動を抑えるこ

とで、一箱あたりの収容量を増加させることを検討

しました。それぞれ単独よりも併用することで効果

が高まり、通常の 1.25 倍（魚体重４kg／15L→５kg

／15L)に増量が可能であることがわかりました。ま

た、実験によっては 1.5 倍の収容量（６kg／15L）で

あっても大きな影響のないことを確認しました。 

これらは試験場での静置試験のほか、航空機輸送

を想定した国内高地移送試験（写真２ 標高 1800m：

群馬県嬬恋村）、さらにベルギーへの輸出実証試験を

実施しております。今年度さらに細かな試験設定で

追試験を行い、公表する成果としてまとめ上げたい

と考えています。次回本紙をご期待ください。 

写真２ 国内高地移送試験 

（試験実施にホテルからご配慮いただきました） 
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アユの早期放流試験 ～雪国版の早期放流技術の開発に向けて～ 

資源課 主任研究員 岡地 恵介  

アユの早期放流は、通常放流する時期（概ね５月

下旬～６月上旬）よりも早く、アユを河川に放流す

ることで、種苗生産期間の短縮によって餌代や電気

代などの生産コスト削減ができるほか、アユが川に

早く馴染むことで、飼育し続けるよりも同等もしく

は早く成長し、漁期前半から好釣果が得られるなど

のメリットが報告されています。 

アユの早期放流において、国のマニュアルでは、

他県での研究事例から、朝８時に８℃を上回る頃が

放流の目安とされています。しかし、雪深い本県で

は、春先に大量の雪解け水が出ることから、早期放

流をする場合、水温だけでなく、河川水量の見極め

も重要となってきます。当試験場では、令和元年度

から雪国版の早期放流技術の開発を目指して試験を

進めています。 

試験は、信濃川支流の魚野川（湯沢地区）と五十

嵐川で行っています（図１）。令和元年度の結果は、

雪解け水（低水温）や放流後の出水が影響して、種

苗が試験区から下流へ流失・分散したため、思うよ

うに放流魚を採捕することができませんでした。た

だし、採捕された早期放流魚は、通常時期の放流魚

（以下、通常放流魚）と比べて遜色なく成長してい

ることが確認されました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和２年度は、昨年の結果を踏まえ、関係漁協協

力のもと毎朝河川水温を測定し、水温が国マニュア

ルの目安を確実に上回ったことを確認してから早期

放流を実施しました。河川水量については、令和２

年の冬は、過去に例を見ない異常少雪で雪解け水が

ほとんど出なかったため、水量について検討するこ

とができませんでした。 

各河川での種苗の放流状況は下表のとおりです

（表１）。なお、早期放流魚は、放流前に脂ビレを切

除して標識を施して見分けがつくようにしています。

種苗放流後の追跡採捕調査は、６月上旬に投網、６

月中旬以降に友釣り調査を行い、各放流群の成長等

の調査を進めています。今号では７月までの調査結

果を報告します。 

 

 

 

 

 

【令和２年度のこれまでの調査結果】 

図２、３に調査で採捕された各放流魚の全長の推

移を示しました。魚野川では、いずれの調査日でも

早期放流魚の方が通常放流魚よりも大きいサイズで

採捕されています。また、五十嵐川も通常放流魚と

遜色なく成長していることが確認されました。 
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表１ 各試験区での種苗の放流状況 

図１ 調査河川 
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図２ 魚野川の採捕魚の体長の推移 

図３ 五十嵐川の採捕魚の体長の推移 

早期放流 
通常放流 

早期放流 通常放流 

放流日 尾数 放流日 尾数
魚野川（湯沢） 5/7 2万尾 5/20-26 10万尾 １：５
五十嵐川 4/30 2万尾 5/15 2万尾 １：１

早期放流 通常放流
調査河川 放流比



また、図４、５に友釣り調査で釣獲された早期放

流魚と通常放流魚の採捕比を調査日毎に示しました。

図中の◇が当初の放流比（早期放流尾数／通常放流

尾数）で、破線よりも上に〇があれば、当初の放流

比よりも早期放流魚が多く釣られていることになり

ます。 

両河川ともこれまでの調査日のほとんどで、当初

の放流比より、同程度もしくは高い割合で早期放流

魚が釣獲されており、早期種苗が漁期前半の釣果に

貢献していることが伺えます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

終わりに 

今年度は異常少雪で、例年のような雪解け水の影

響はほとんど見られず、河川水温も例年よりも早く

から高めに推移していました。今年度のこれまでの

結果から見ると、少なくとも今年のような少雪の年

は、施設で長く飼い続けるよりも、早く河川に放流

した方が、放流効果が高いと言えそうです。 

今後の課題として、今年検証のできなかった雪解

け水の影響についての調査が必要となってきます。

多くの釣り人が満足できるアユ漁場づくりの一助と

なれるよう、雪国版の早期放流技術の開発を進めて

いきます。 

 

 

安心・安全な錦鯉輸出に向けた取組 
病理環境課 主任研究員 岸 原 達 也 

「泳ぐ宝石」といわれる錦鯉は、新潟県が発祥と

され、生産量も品質も世界トップクラスです。これ

は、生産者が長年磨き上げてきた品種改良の成果で

あり、飼育技術も着実に進歩しています。 

ところがこのような中、平成 30年度に県内におい

て、生産者４件を含む約 100 件で KHV（コイヘルペ

スウイルス）病の感染が確認され、本県の錦鯉の安

全性への信用が揺らぐ事態となってしまいました。

本疾病は、発症すると致死率が高い上、有効な治療

法もないため、生産者にとって大きな脅威です。 

そこで、新潟県錦鯉協議会及び県は、令和元年度

から、農林水産省等と連携し、本県産錦鯉の安全性

の向上を目的とした次の取組を実施しました。 

 

１ KHV 検査体制の強化 

 KHV に感染したコイの流通を未然に防ぐため、以

下のコイのエラの PCR 検査を行った結果、すべて陰

性を確認しました。 

（１）輸出販売生産者 

  輸出を行う１生産者の野池 76 面分の錦鯉 

（Ｒ１年９～11 月、250 尾） 

（２）国内販売生産者 

ＪＡ越後おぢや錦鯉市場(写真１)に出荷された錦鯉 

（Ｒ１年６～11 月、48生産者、182 尾） 
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図５ 五十嵐川の採捕比（早期放流魚／通常放流魚） 

図中の◇は放流比、〇は採捕比 
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図４ 魚野川の採捕比（早期放流魚／通常放流魚） 

図中の◇は放流比、〇は採捕比 



 

写真１ ＪＡ越後おぢや錦鯉市場のセリ 

 

これらの検査を継続し、様々な場所で結果報告す

ることにより、本県産錦鯉の安全性の向上の一助と

なればと考えています。 

 

２ 体表粘液を用いた検査の有効性の検討 

現在、KHV検査は、対象魚のエラを少量切り取り、

PCR 法により行っています。一般的に、エラは、最

も適切な（ウイルス量が多い）検査部位と言われて

いますが、魚体へのダメージもあることから、より

簡便な検査法が求められています。 

国の水産研究・教育機構 増養殖研究所（現  

水産技術研究所養殖部門病理部）が行った水槽内

での試験によると、KHV を人為的に感染させた場合、

感染日から 90 日間はエラ及び体表粘液（以下、粘

液）からウイルスが検出されるとの結果でした。そ

こで、この粘液を用いた検査の有効性を調べるため、

令和元年度に県内でKHVが発生した池の生残魚（９

か所 69 尾）の体表から採取した粘液（写真２）とエ

ラの PCR 検査を実施しました。 

結果は図１のとおり、粘液陽性は２尾（2.9％）、

エラ陽性は 26尾（38％）でした。 

 本結果が、水槽試験と異なった理由としては、水

量の規模や飼育密度の違い等も考えられますが、少

なくとも今回の結果からは、粘液による検査で十分

写真２ 体表粘液をめん棒で採取 

 

であるとは言えませんでした。また、エラの検出率

も高いとは言えず、正確な検査にはより多くの検体

数が必要であることが分かりました。 

粘液におけるウイルスの消長等については、今後、

魚沼支場の隔離水槽での感染実験等により明らかに

していくほか、更なる検出率の向上や検査の簡便化

に向け、現場の発症ゴイにおける他の臓器や飼育水

からの KHV の検出も試みる予定です。 

これらの取組を重ね、KHV の確実な検出と排除を

実現することにより、安全・安心な本県産錦鯉の更

なる販売促進につなげていきたいと考えています。 

 

 

 

 

     

対象池 長岡 十日町① 妙高① 新潟 阿賀 妙高② 魚沼 十日町②十日町③

水温 18℃ 18℃ 18℃ 20℃ 20℃ 19℃ 25℃ 20℃ 20℃

水量 10ｔ 32ｔ 600ｔ 30ｔ 900ｔ 560ｔ 360ｔ 6ｔ 9ｔ

斃死率 斃死なし 斃死なし 斃死なし 34% 68% 50% 47% 20% 27%

 

（尾） 

検査尾数 

エラ陽性 

粘液陽性 

1 

図１ 体表粘液とエラの KHV 陽性数の比較 

５ 



黄白の安定生産に向けた試み 
養殖課 専門研究員 井 熊 孝 男

新品種である黄白の普及・定着と生産者の安定生

産に向けた取り組みのなかで、本年度からの試みと

して、黄白のふ化仔魚を配布した生産者を対象に「ヒ

ントパンフレット：黄白の一次選別(例)」（写真１）

の配布と、内水試での現場講習（写真２）を行いま

した。 

 

 

 

 

現場講習ではパンフレットの内容をもとに実際の 

選別を見ていただき、ノウハウを解説しましたが、

これまでの自己流の選別との違いに驚いた声も聞か

れました。 

パンフレットにはヒントとなる情報はまだ少ない

ですが、黄白生産を行う業者さんが、少しでも多く

良魚を確保できるように、今後新たな情報を追加

し、バージョンアップを図ります。また、当場のホ

ームページへの掲載も予定しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真１ ヒントパンフレット              写真２ 現場講習 

 

                                    

 

６ 

今年は、３月頃より未知のウイルス・コロナウイルスの発生で、新潟県でも

全ての会議やイベント等の中止が余儀なくされました。 

当内水面水産試験場においても、例年、初夏に予定していた「一般公開」を今年は中止させていた

だきました。 

錦鯉業界においても、ＪＡ越後おぢやの錦鯉市場でのセリが中止となり（６月５日に再開されたよ

うです）、また、海外渡航の自粛等で飛行機のフライトが大幅に減となったことなどから、錦鯉等の

輸出も一時滞ったようです。内水面水産試験場で発行している錦鯉等の「輸出錦鯉衛生証明書」の発

行についても例年なら春先と秋口に集中していましたが、今年は４・５月の２ヵ月間で約 100 件の発

行にとどまり、昨年の２／３程度となりました。 

一日でも早く、コロナウイルスのまん延防止が確立され、日常の生活と通常の経済活動等が戻って

来ることを切に願っています。 

あ～あ、早くみんなで冷たい生ビールが飲みたいなあ。（やま記） 

 
水声魚語 


